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日本有数の手術件数を誇る大学病院で
術前・術中・術後のデータ連携を実現した
意欲的な周術期管理システムが稼働開始
岡山大学病院は、国内最大規模の麻酔科蘇生科を擁し、年間１万1000件以上の手術を行っていることで知られる一大医療機関である。

「公的医療機関等2025プラン」による高度急性期医療機関の改革が進められる中、同院では更なる手術件数増を目指す。
それに備えて、2018年に周術期管理システムを全面的に更新し、術前・術中・術後のシームレスな情報連携を実現。
さらに、電子カルテをはじめ、PACSや文書管理システムとも連携させ、一層の効率化と医療安全の担保を図っている。
中国地方の名門病院における、この大きな変革の内容等を、金澤 右病院長、森松博史麻酔科教授らに聞いた。

1993 年岡山大学医学部卒。呉共済病院、 愛宕
病院等を経て 1999 年岡山大学医学部附属病院
麻酔科蘇生科医員、2001 年よりオースティンメディ
カルセンター留学。2003 年岡山大学医学部附属
病院集中治療部医員、2007 年同大学医学部・
歯学部付属病院集中治療部助教、2013 年より
同大学大学院医歯薬学総合研究科麻酔・蘇生
学分野教授、現在に至る

森松博史（もりまつ・ ひろし）氏

岡山大学病院は45診療科、855床を有し、「高度
な医療をやさしく提供し、優れた医療人を育てます」
を基本理念に、臓器移植、小児心臓外科、幹細
胞移植などの高度先進医療の推進や、遺伝子細
胞などの先進的治療の開発を実施している

岡山大学病院
2 O1 9     

岡山県

　

岡
山
大
学
の
麻
酔
・
蘇
生
学
教
室
は
１
９
６
５

年
に
小
坂
二
度
見
教
授
を
初
代
教
授
と
し
て
開

講
し
、
以
来
50
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
、
国

内
で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
麻
酔
・
蘇
生
学
教
室

の
１
つ
で
あ
る
。医
局
員
数
は
３
６
０
名
を
数
え
、

国
内
で
１
、２
を
争
う
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
、
４
代
目
の
主
任
教
授
に
就
任
し

た
森
松
博
史
氏
は
、
同
科
の
診
療
の
現
況
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
０
１
３
年
に
は
新
総
合
診
療
棟
の
開
設
に

伴
っ
て
手
術
室
を
20
室
に
増
床
す
る
と
と
も
に
、

中
央
診
療
棟
北
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
新
総
合
診
療
棟
Ｉ
Ｃ

Ｕ
へ
移
転
し
た
こ
と
で
、
手
術
の
体
制
は
大
幅
に

拡
充
さ
れ
、
手
術
件
数
は
今
や
1
万
１
０
０
０

件
を
超
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
国
立
大
学
病
院

で
は
３
、４
番
目
の
順
位
で
す
が
、
上
位
施
設
が

１
０
０
０
床
規
模
の
病
院
に
対
し
、
当
院
は
病

床
数
が
８
５
５
床
と
少
な
い
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

事
実
上
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
と
い
っ
て
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

岡
山
大
学
病
院
の
手
術
の
特
徴
は
、
重
症
な

症
例
が
多
い
こ
と
で
す
。
肝
移
植
、
肺
移
植
や

小
児
の
先
天
性
心
疾
患
な
ど
、
他
施
設
で
は
手

領
域
を
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
い
、
業
務
に
精 

励
し
て
い
く
所
存
で
す
」

　

麻
酔
科
・
蘇
生
科
で
は
、
２
０
１
８
年
に
周
術

期
周
辺
の
部
門
シ
ス
テ
ム
を
更
新
。
電
子
カ
ル
テ

だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

を
繋
ぎ
、
診
療
デ
ー
タ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を

実
現
し
て
い
る
。
周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
の

経
緯
に
つ
い
て
、森
松
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
重
症
系
シ
ス
テ
ム
が
更
新
時
期
を
迎
え
、

機
器
や
サ
ー
バ
の
老
朽
化
と
レ
ス
ポ
ン
ス
の
低
下

等
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。
新
シ
ス
テ
ム

に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
し
て
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、診
療
デ
ー
タ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
で
し
た
。

　

麻
酔
科
医
の
仕
事
に
お
い
て
、
術
前
・
術
中
・

術
後
の
患
者
の
管
理
は
最
も
重
要
で
す
。
本
来
、

手
術
中
の
患
者
の
状
態
を
管
理
す
る
こ
と
が
麻

術
の
実
施
が
困
難
な
症
例
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、そ
の
上
で
の
１
万
１
０
０
０
件
は
、

胸
を
張
っ
て
よ
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
重
篤
な
患
者
の
周
術
期
管
理
は
、
一

部
の
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
だ
け
で
は
で
き
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
２
０
０
８
年
、

全
国
に
先
駆
け
て
、
周
術
期
環
境
を
よ
り
効
率

的
、
か
つ
安
全
に
提
供
す
る
た
め
、
周
術
期
管

理
セ
ン
タ
ー
（perioperative m

anagem
ent 

center

：PERIO

）
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

周
術
期
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
職
種
連
携

の
チ
ー
ム
が
効
率
的
で
効
果
的
な
術
前
評
価
・

術
前
教
育
・
術
中
管
理
・
術
後
疼
痛
管
理
等
を

一
貫
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
手
術
の
治
療
効
果

を
高
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

を
支
え
る
メ
ン
バ
ー
は
、
麻
酔
科
医
師
お
よ
び

外
科
医
師
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
歯
科
医
師
、

看
護
師
、薬
剤
師
、理
学
療
法
士
、管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、
臨
床
工
学
士
ら

で
構
成
さ
れ
、
協
働
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
麻
酔
科
医
が
主
導
で
実

施
し
て
い
る
の
も
、
当
院
の
麻
酔
科
の
特
徴
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

我
々
麻
酔
科
医
の
使
命
は
周
術
期
に
お
け
る

患
者
の
安
全
を
守
り
、
よ
り
質
の
高
い
周
術
期

管
理
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
麻 

酔
・
集
中
治
療
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
3
つ
の

酔
科
医
の
主
な
業
務
で
す
が
、
術
前
の
患
者
の

状
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
手
術
を
実
施
す
る
上

で
大
切
で
す
。
加
え
て
、
手
術
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お

け
る
患
者
管
理
に
関
し
て
も
、
術
中
の
患
者
の

情
報
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
周
術
期
を
極
め
て
重

要
視
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、PERIO
を
設
立
し

た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
８
年
前
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ま
ず
手

術
を
精
度
よ
く
実
施
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
し

た
の
で
、
術
中
の
患
者
状
態
の
管
理
こ
そ
十
分

な
機
能
を
備
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
前
後
を

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
は
不
向
き
な

も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回

の
更
新
で
は
、
情
報
連
携
を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム

構
築
を
目
指
し
た
訳
で
す
」

　

今
回
の
周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
に
は
、
術
前

と
術
中
の
情
報
管
理
に
は
手
術
室
情
報
シ
ス
テ

ム
「Prescient O

R

（
富
士
フ
イ
ル
ム
）」
を
、

術
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
に
お
け
る
患
者
管
理
の
た
め

に
は
集
中
治
療
室
情
報
シ
ス
テ
ム
「Prescient 

ICU

（
同
）」
を
導
入
。
そ
し
て
、
こ
の
２
つ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
、
電
子
カ
ル
テ
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ

「SY
N

A
PSE

（
同
）」
に
加
え
て
、
診
療
文
書
管

理
・
診
療
業
務
支
援
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

「Y
ahgee

（
同
）」
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
医

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

麻
酔
・
蘇
生
学
　
教
授

森
松
博
史
氏
に
聞
く

■

岡
山
大
学
病
院

術
前
・
術
中
・
術
後
の
診
療
デ
ー
タ
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
臨
床
・
研
究
・
教
育
へ
の
2
次
利
用
を
推
進
す
る

術
前
・
術
中
・
術
後
の
情
報
だ
け
で
な
く
、

診
療
デ
ー
タ
も
連
携
さ
せ
て
一
元
管
理

周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
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用
画
像
情
報
お
よ
び
文
書
情
報
を
一
元
的
に
運

用
・
活
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
富
士

フ
イ
ル
ム
製
の
シ
ス
テ
ム
群
の
導
入
を
決
め
た
理

由
に
つ
い
て
、
森
松
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
術
中
管
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
管
理
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
は
比
較
的
新

し
い
ベ
ン
ダ
と
言
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の

シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
た
ベ
ン
ダ
を
含
め
、
数
社
の

シ
ス
テ
ム
を
比
較
検
討
し
ま
し
た
が
、
富
士
フ
イ

ル
ム
の
シ
ス
テ
ム
は
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

操
作
し
や
す
く
、
画
面
も
見
や
す
い
も
の
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
す
で
に
第
一
印
象
か
ら
最
も
良
か
っ

た
で
す
ね
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
構
築
自
体
に
つ
い

て
は
、
医
療
現
場
の
声
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

く
れ
、
シ
ス
テ
ム
構
築
後
も
ユ
ー
ザ
ー
側
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
改
修
に
も
応
じ
る
姿
勢

を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
や
、
元
々
医
用
画
像
分
野

に
強
い
点
な
ど
を
考
慮
し
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
で
協

議
し
た
結
果
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の
シ
ス
テ
ム
導
入

を
決
め
た
の
で
す
」

　

導
入
後
の
運
用
に
関
し
て
も
、
森
松
氏
は
シ

ス
テ
ム
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
話
す
。

「
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
改
善
し
た
点
と
し
て
、

ま
ず
レ
イ
ア
ウ
ト
を
含
め
た
画
面
の
見
易
さ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
旧
シ
ス
テ
ム
で
は
複
雑

だ
っ
た
入
力
業
務
も
簡
便
に
な
り
、
患
者
の
経

過
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
時
系
列
に
把
握
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
、
手
術
に
関
す
る
サ
マ
リ
ー
等

の
情
報
も
扱
い
易
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
完
全
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

富
士
フ
イ
ル
ム
は
当
院
の
要
望
に
対
す
る
改
修

に
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
医
療
の
世
界
は
技
術
が
日
進
月
歩
の
速
さ

で
進
化
を
続
け
て
お
り
、
今
後
数
年
間
シ
ス
テ

ム
を
使
い
続
け
て
い
く
中
で
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能

性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
対
応
力

は
理
想
的
で
す
。
ま
も
な
く
稼
働
し
て
１
年
を

迎
え
ま
す
が
、
ま
ず
は
順
調
な
シ
ス
テ
ム
運
用

を
達
成
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
」

　

周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
に
求
め
ら
れ
る
機
能

と
し
て
、
最
も
重
要
な
機
能
は
正
確
性
で
あ
る

と
森
松
氏
は
話
す
。

「
手
術
と
い
う
、
ま
さ
に
患
者
の
生
命
を
預
か
る

部
署
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
以
上
、
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
た
オ
ー
ダ
等
の
情
報
が
正
し
く
反
映
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
自
明
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
最
も
重
視
す
べ
き
機
能
は
高
い
正
確
性
で
す
。

　

病
院
経
営
面
で
言
え
ば
、
手
術
部
門
は
最
大

の
医
療
材
料
を
消
費
す
る
部
署
で
も
あ
る
の
で
、

周
術
期
に
出
さ
れ
た
オ
ー
ダ
お
よ
び
実
施
情
報

が
医
事
課
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
し
っ
か
り
コ
ス
ト
回
収
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

も
重
要
な
機
能
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、入
力
し
た
デ
ー
タ
を
後
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

利
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
な
機
能
で
す
。
そ
の
機

能
に
よ
り
、
手
術
を
担
当
し
た
外
科
医
は
、
術

後
に
麻
酔
チ
ャ
ー
ト
を
見
直
し
、
レ
ポ
ー
ト
の
作

成
や
、
今
後
の
手
術
技
能
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
専
門
医
制

度
で
は
、
医
師
が
関
与
し
た
症
例
を
報
告
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、麻
酔
科
で
も
、

ど
の
手
術
を
誰
が
担
当
し
た
の
か
な
ど
の
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
手
術
記
録
は
、
メ
モ
帳
で
手
書
き
す
る
よ
う

な
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
正
確
に
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
た
め
に
も
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
が
今
後
も

重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
教
育
の
観
点
か
ら
も
記
録
を
残
す
こ

と
は
大
切
で
す
し
、
研
究
の
観
点
で
言
え
ば
デ
ー

タ
を
後
利
用
す
る
た
め
の
検
索
機
能
も
重
要
な

機
能
で
す
。
そ
の
点
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の
シ
ス
テ

ム
は
検
索
機
能
が
優
秀
で
、
条
件
付
け
検
索
の

処
理
が
速
く
、
そ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速
さ
に
は
満

足
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
つ
い
て
、
森
松
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
後
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
人
工
呼
吸
器
等
、

麻
酔
科
関
係
の
医
療
機
器
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

を
シ
ス
テ
ム
で
統
合
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
だ
、
全
て
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
今
後
シ
ス
テ
ム
の
改
良

を
続
け
る
中
で
、
さ
ら
に
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
連

携
を
図
り
、
多
忙
な
麻
酔
科
医
の
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

●周術期管理システム構成図 ●

岡山大学病院では、周術期全体をシームレスに管理するシステムを導入。術前の PERIO 外来および術中管理には手術室情報シ
ステム「Prescient OR」を、術後には集中治療室情報システム「Prescient ICU」を連携させ、医用画像情報システム「SYNAPSE」
および文書管理システム「Yahgee」とも連携させて、院内における周術期を含めた診療情報の一元管理を図っている

正
確
性
に
加
え
て
検
索
機
能
を
強
化
し
、

臨
床
・
教
育
・
研
究
へ
の
貢
献
度
高
め
る

周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能

2013 年より運用が開始された総合診療棟。1 階に IVR センター、3、4 階に 20
室の手術室と、それに隣接して ICU 10 床、CICU 8 床を設け、同院における
高度先進医療の中核を担っている

　　

――病院長に就任されてから2 年
の所感をお聞かせください。
　2011年から副病院長を 6 年
間務めてきましたが、当時から総
務企画運営担当として、新病院
の建築構想や、日常臨床の指針
作りなど、病院全体を把握した上
での将来的な運営に関するビジョ
ンの作成に関わってきましたので、
重責ではあるものの、比較的ス
ムーズに、現在、岡山大学の学
長を務められている槇野博史・前
病院長からバトンを受け取ること
ができました。課題もありますが、
職員の方々の協力のもと、順調な
運営を実施できています。
――2013 年に完成した意欲的な
総合診療棟の現況についてお聞き
します。
　新しい総合診療棟では手術室
を 20 室に増設して、年間手術件
数 1万件を目指したのですが、す
でにその目標は達成し、現在では
年間 1万 1000 件の手術を実施
しています。この件数は、国立大
学病院として東大や京大、九大
や阪大に次ぐ件数で、病床数当
たりではトップクラスの件数である
と自負しています。

院に対策本部を設置し、D-MAT
の拠点としての役割を全うするこ
とができました。
――2018 年に周術期管理システ
ムが更新されました。
　当院では、すでに 2008 年に
周術期管理センター（PERIO）を
設置させたことで、多職種連携に
よる周術期の管理体制を構築して
いましたが、今回のシステム更新
により電子カルテや PACS との
シームレスな情報連携も実現する
ことになりました。IT による情報
連携で、術前評価や術中管理、
術後管理等を疼痛管理等が大き
く進歩することを期待しています。
――PACS や文書管理システムと
の連携の有用性についてお聞きし
ます。
　周術期管理システムが PACS

「SYNAPSE」や文書管理システ
ム「Yahgee」と連携したことは、
放射線科にとっても意義深いです
ね。従来の情報連携では、電子
カルテを中心に各部門システムが
連携していましたが、今回のシス
テムでは、我々が普段使用してい
る部門システムや支援システムを
核として情報連携を実現させたこ
とで、より医療現場が扱い易いシ
ステムを構築できたのは大きな進
歩と言えるのではないでしょうか。
　電子カルテ上の診療情報や
PACS の画像情報に加え、急性
期の患者にとって最もクリティカル
であると言える周術期の情報が得
られる点は、診断医としてはたい
へん助かります。治療成績や患者
の予後にも良い影響を与えると思

　また、私がセンター長を兼務す
る IVR センターでは、最新鋭の
血管撮影装置 5 台、IVR-CT 2 
台、IVR 用の MRI 1台を設置し、
年間 5000 件にもおよぶ IVRを
実施しています。
　これらの手術や IVRを支えてい
るのが、ハードウェアとしては増設
した手術室であり、ヒューマンリ
ソースとしては麻酔科蘇生科のス
タッフたちです。麻酔科蘇生科は
人材の質量ともに充実しており、
先進的な手術や IVRをサポートす
る体制が十分に整備されているこ
とは、まさに当院の大きな特長と
言えます。
――災害医療にも積極的に取り組
まれています。
　当院では 2018 年 4 月に中尾
博之教授を災害対策室長にお迎
えし、県下の災害拠点病院と連
携可能なマネジメント体制を構築
しています。
　総合診療棟にも、通常はリハビ
リ室として使用しているものの、
有事の際には災害対策フロアとし
て機能するフロアを確保していま
す。記憶に新しい 2018 年 7 月
の西日本豪雨の災害時には、当

います。
――今後の病院の展望について
お聞かせください。

「公的医療機関等 2025 プラン」
によって急性期病床数は減ってい
くため、我々のような高度急性期
病院においては、さらに手術件数
を増やすことが、地域医療への
貢献そのものになるでしょうし、
病院経営にとっても重要です。
　ただ、拡充したばかりの手術室
ですが、手術件数が 1万 1000
件を超え、すでに限界に達しつつ
あります。そこで現在、外来手術
センターの建設を進めているとこ
ろです。例えば、外来での手術
が可能な眼科の手術をこちらで実
施することで、手術部での手術
件数を1000 件程度は上乗せで
きるのではないかと考えています。
外来手術センターは、歯科の改
修工事と同時に進めており、早け
れば 2 年後にはオープンさせたい
と考えています。
　もう１つは、少子高齢社会への
対応です。正直、高齢社会にお
ける大学病院の出番は少ないで
しょうが、“少子”に関しては、地
域の人々が安全にお産して子供を
育てる、そして、希少な難病等に
も対応する周産期・小児医療に
病院長として力を入れていきたい
と考えています。
　当院は、小児心臓血管外科を
はじめ、小児の難病に対して国内
有数の実績を持つ施設であり、大
きな貢献ができると自負しており
ます。今後は、ＮＩＣＵやＧＣＵの
拡張、改装も検討しています。

2017 年より岡山大学病院の
病院長を務める金澤 右氏に、
同院の診療の現況と今後の展望、
周術期管理システムへの
期待について聞いた。

岡山大学病院 
病院長／同大学理事

金澤 右氏に聞く
かなざわ・すすむ

最先端の装備と人的リソースを整えた総合診療棟をフル活用して
高度急性期病院として重篤な患者の診療と手術件数増を目指す

（    ）11 新　医　療　2019年4月号 （    ）10新　医　療　2019年4月号



岡山大学病院

住　所：岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1
病床数：855床（一般病床：819床、
　　　　精神病床：34床、感染症病床：2床）
病院長：金澤 右

1870（明治 3）年に岡山藩医学館として
開設以来、140 年以上に渡って医師を輩
出してきた同大学病院では、2017 年には
総合診療棟西棟が竣工。創薬や医療機器
の開発に向けた新医療研究開発センター、
バイオバンクの移転、治験病床の新設や、
災害時にフロア全体が災害対策本部となる
機能を整備。また、最新の超高精細ＣＴや
検査装置などを導入し、より高度な臨床研
究の実施や最先端の医療の提供が可能な
体制を構築している。

岡
山
大
学
病
院
　
麻
酔
科
蘇
生
科

松
岡
義
和
氏
に
聞
く

岡
山
大
学
病
院
　
麻
酔
科
蘇
生
科

鈴
木 

聡
氏
に
聞
く

“
術
中
”
以
外
の
診
療
情
報
を
シ
ス
テ
ム
連
携
で
収
集
し
て
、

よ
り
患
者
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
診
療
実
績
に
貢
献

診
療
デ
ー
タ
の
抽
出
・
検
索
・
分
析
機
能
を
強
化
さ
せ
て

２
次
利
用
を
重
視
し
た
意
欲
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｕ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

平成 11 年岡山大学医学部
卒。同年同大学医学部附属
病院麻酔科蘇生科入局。香
川県立中央病院、津山中央
病院、姫路中央病院等を経
て、平成 21 年ウィスコンシン
大学麻酔科 Jay Yang 研究
室 Research Associate、平
成 23 年より現職

平成 14 年岡山大学医学部
卒。同年同大学医学部附属
病院麻酔科蘇生科入局。広
島市民病院、近森会近森病
院、岡山医療センター等を経
て、 平 成 24 年 Austin 
Hospital, Department of 
Intensive Care, Research 
fellow、平成 26 年より現職

松岡 義和氏
（まつおか・よしかず）

鈴木 聡氏
（すずき・さとし）

集中治療室情報システム「Prescient 
ICU」で患者情報を参照する鈴木 聡氏。

「従来システムでは難しかった画像情報
の閲覧も、PACSとの連携により経時
的に参照でき、より質の高い患者管理
が可能です」と話す

「Prescient OR」を手術室で操作する松岡義和氏。各種データを自動収集でき、
直感的な操作性と相俟って、手術におけるデータの視認性、業務効率の改善に
貢献している

に
役
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

今
後
は
、
波
形
情
報
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
デ
ー

タ
、
手
術
動
画
が
同
期
す
る
と
、
実
際
使
用
す

る
側
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
便
利
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

麻
酔
記
録
に
関
し
て
も
、「Prescient O

R

」

は
便
利
か
つ
有
用
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
松
岡

氏
は
話
す
。

「
手
術
中
の
記
録
に
つ
い
て
も
、
従
来
は
麻
酔
記

録
を
麻
酔
科
医
が
麻
酔
記
録
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
：A

nesthesia Inform
ation M

anagem
ent 

System

）
に
、
看
護
記
録
は
看
護
師
が
電
子
カ

ル
テ
に
入
力
す
る
と
い
っ
た
複
数
の
シ
ス
テ
ム
で

運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、『Prescient O

R

』
で

は
１
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
ド
ク
タ
ー
用
と
ナ
ー
ス
用

を
簡
単
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
新
専
門
医
制
度
の
関
係
で
２
０
２
０
年

に
義
務
化
さ
れ
る
麻
酔
台
帳（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）の
デ
ー

タ
も
、『Prescient O

R

』
で
は
、
手
術
終
了
毎

に
自
動
で
Ｐ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
Ｄ
Ｂ
に
送
信
し
て
く
れ
る

の
で
、大
幅
に
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
症
例
単
位
、
患
者
単
位
、
術
式
単

位
で
記
録
を
残
し
、
後
で
統
計
処
理
を
実
施
し

た
り
、手
術
の
検
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

一
括
し
て
デ
ー
タ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
活
用
す
る
と

い
う
点
で
も
便
利
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ま
だ
若
干
連
携
で
き
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
の
で
、
機
能
面
の
検
証
を
進
め
、
デ
ー
タ

連
携
を
今
後
も
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
最
終

的
に
は
、
麻
酔
科
医
が
担
当
し
た
患
者
さ
ん
が

最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
予
後
を
経
た
の
か
、
病
院

内
だ
け
で
な
く
、文
書
管
理
シ
ス
テ
ム『Y

ahgee

』

な
ど
を
活
用
し
て
、
院
外
の
患
者
さ
ん
の
様
子
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
構
築
す
る
こ
と
が

究
極
の
目
標
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

画
像
情
報
参
照
機
能
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
に
お
け
る
医
療
の
質
を
高
め

て
い
る
と
鈴
木
氏
は
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
『SY

N
A

PSE

』
と

も
連
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
経
過
表
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
画
像
を
サ
ム
ネ
イ
ル
表
示
し

て
く
れ
る
機
能
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
水
分
バ
ラ
ン

ス
を
厳
密
に
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
多
く
、

　

岡
山
大
学
病
院 

麻
酔
科
蘇
生
科
で
は
、
総
合

診
療
棟
内
の
手
術
室
20
室
と
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
室
５
室
に
お
け
る
術
中
の
麻

酔
管
理
を
担
当
し
て
い
る
。
手
術
室
20
室
で
の 

麻
酔
管
理
は
、
局
所
麻
酔
も
含
め
、
１
ヵ
月

７
０
０
～
８
０
０
件
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
手
術
室

で
の
麻
酔
管
理
を
担
当
す
る
同
科
助
教
の
松
岡

義
和
氏
は
、
手
術
部
に
お
け
る
麻
酔
科
蘇
生
科

の
診
療
の
現
況
に
つ
い
て
、つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
手
術
室
を
担
当
す
る
麻
酔
科
医
は
初
期
研
修
医

を
除
き
、
１
室
あ
た
り
確
実
に
１
人
が
担
当
で

き
る
よ
う
に
約
20
名
が
担
当
し
て
お
り
、
手
術

に
際
し
て
は
麻
酔
科
医
１
名
と
研
修
医
１
名
が

セ
ッ
ト
で
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
大
学
病
院
で
は
、
総
合
診
療
棟
４
階
と

東
病
棟
３
階
の
２
ヵ
所
に
合
計
22
床
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ

ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
年
間
２
０
０
０
名
近
い
患
者
の

治
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

集
中
治
療
部
で
診
療
を
担
当
す
る
麻
酔
科
蘇

生
科
助
教
の
鈴
木 

聡
氏
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
診
療

の
現
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
大
き
く
２
つ
の
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
３
名
の
麻
酔
科
医
が
専
従
と
し

て
勤
務
し
て
い
る
ほ
か
、
日
勤
、
夜
勤
で
そ
れ
ぞ

れ
10
人
程
度
の
麻
酔
科
医
が
専
従
医
の
フ
ォ
ロ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
離
れ
た
東
病
棟
に
は
循

環
器
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
６
床
、
総
合
診
療
棟

に
は
小
児
循
環
器
疾
患
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が

　

当
院
麻
酔
科
の
特
徴
と
し
て
は
、
術
前
か
ら

術
中
、
術
後
に
至
る
ま
で
の
患
者
管
理
を
麻
酔

科
が
中
心
に
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
」

　

ま
た
、PERIO

外
来
で
は
周
術
期
管
理
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
、
Ｘ
線
画
像
や
心
電
図
な
ど

の
一
般
的
な
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
抗
が
ん
剤
治

療
に
よ
る
体
重
の
増
減
と
い
っ
た
、
重
症
患
者
の

一
定
期
間
に
つ
い
て
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
な

ど
し
て
、
術
前
身
体
評
価
の
効
率
化
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

同
院
で
は
、
２
０
１
８
年
に
手
術
管
理
シ
ス
テ

ム
を
「Prescient O

R
（
富
士
フ
イ
ル
ム
）」
に

更
新
し
て
術
前
・
術
中
・
術
後
の
診
療
デ
ー
タ
の

連
携
を
実
現
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
生
体

モ
ニ
タ
か
ら
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
デ
ー
タ
や
麻
酔

器・各
種
Ｍ
Ｅ
機
器
の
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
。

術
中
の
麻
酔
記
録
や
看
護
記
録
、
コ
ス
ト
伝
票

作
成
に
至
る
ま
で
、
手
術
の
進
行
に
お
い
て
生
じ

る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
統
合
的
に
管
理
し
、
手
術

に
お
け
る
各
種
デ
ー
タ
の
視
認
性
、
業
務
効
率
の

改
善
に
貢
献
さ
せ
て
い
る
。

　

松
岡
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
、
重
視
し

た
ポ
イ
ン
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
旧
シ
ス
テ
ム
は
、
手
術
記
録
を
電
子
化
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
の
連
携

ま
で
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
更
新
で
は
、
術
前
・
術
中
・
術
後

の
デ
ー
タ
を
一
元
化
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
手

８
床
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
あ
り
、
こ
れ
ら
に
関
し
て

も
人
工
呼
吸
器
等
の
管
理
は
麻
酔
科
が
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
非
常
に
多
忙
な
部
署
と
言
え
ま
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
２
０
１
８
年
に
重
症
系
シ
ス
テ

ム
を
更
新
し
て
、
集
中
治
療
室
情
報
シ
ス
テ
ム

「Prescient ICU

（
富
士
フ
イ
ル
ム
）」
を
導
入

し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
デ
ー

タ
や
、
各
種
医
療
機
器
の
設
定
値
、
薬
剤
指
示
、

経
過
表
、輸
液
に
関
す
るin-out

バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

患
者
の
入
室
か
ら
退
室
ま
で
に
必
要
な
情
報
の

入
力
、
参
照
が
可
能
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
変
更
に
際
し
て
、
集
中
治
療
部
門
の

代
表
と
し
て
Ｗ
Ｇ
に
参
加
し
た
鈴
木
氏
は
、
同
シ

ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
シ
ス
テ
ム
は
、
紙
ベ
ー
ス
に
お
け
る
記

録
や
指
示
を
電
子
化
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
指
示
や

経
過
表
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
の
要
望
を

取
り
入
れ
た
扱
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
院
の
旧
シ
ス
テ
ム
で
は
、

そ
も
そ
も
デ
ー
タ
抽
出
を
前
提
と
し
た
作
り
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
更
新
で
は
、
電
子
化

で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
利
活
用
可
能

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
て
各
社
の
製

品
を
検
討
し
た
結
果
、『Prescient ICU

』
が
そ

の
点
で
優
れ
て
い
る
と
判
っ
た
の
で
す
」

「Prescient ICU

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
鈴
木

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

術
後
に
容
易
に
見
直
す
こ
と
の
で
き
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

麻
酔
記
録
と
い
う
観
点
で
は
、
ど
の
ベ
ン
ダ
ー

の
ソ
フ
ト
も
一
定
の
水
準
以
上
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の
『Prescient O

R

』

は
特
定
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

運
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
の

連
携
も
同
じ
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
容
易
で

あ
る
点
を
評
価
し
ま
し
た
。
特
に
医
用
画
像
に

関
し
て
は
、
現
在
、
手
術
中
に
エ
コ
ー
画
像
を
撮

影
す
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
術
中
画

像
を
管
理
・
運
用
す
る
上
で
、
ま
た
、
教
育
の
観

点
か
ら
も
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
の
連
携
は
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
当
院
で
は
、同
一
患
者
の
手
術
を
複
数
回

実
施
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
が
、『Prescient 

O
R

』で
は
過
去
の
麻
酔
記
録
を
簡
単
に
検
索
し
て

一
覧
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
電
図
な
ど

も
ク
リ
ッ
ク
１
つ
で
状
態
が
急
変
し
た
際
の
波
形

情
報
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
手
術
の
際

「
デ
ー
タ
の
抽
出
に
関
し
て
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
ソ
フ

ト
を
使
用
す
る
タ
イ
プ
の
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
し

た
が
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の
『Prescient ICU

』

で
は
、
全
て
の
端
末
で
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（Clinical D

ata 
M

anagem
ent

）
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
点
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

旧
シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お
い
て
、
あ
る

状
態
変
化
を
発
症
し
た
患
者
リ
ス
ト
が
求
め
ら

れ
た
際
、
医
療
者
側
で
は
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き

ず
、
ベ
ン
ダ
ー
に
依
頼
し
て
も
そ
の
抽
出
に
数
ヵ

月
も
掛
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
新
シ
ス
テ
ム
で

は
、
そ
れ
が
わ
ず
か
数
十
分
程
度
で
、
し
か
も
医

療
者
自
身
が
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「SY

N
A

PSE

」
と
の
連
動
に
よ
る

手
術
中
の
情
報
を
統
合
管
理
し
て

デ
ー
タ
の
視
認
性
と
業
務
効
率
改
善
に
貢
献

手
術
室
情
報
シ
ス
テ
ム
「P

rescient O
R

」

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
連
携
に
よ
る
画
像
参
照
機
能
等
、

実
臨
床
に
役
立
つ
機
能
を
多
数
搭
載

Ｉ
Ｃ
Ｕ
情
報
シ
ス
テ
ム
「P

rescient IC
U

」

そ
れ
に
関
連
す
る
情
報
を
１
モ
ニ
タ
ー
で
一
覧
表

示
で
き
る
点
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
以
前
は
複

数
の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に
画
面
を
何

度
も
切
り
替
え
な
が
ら
見
て
い
た
の
で
、
非
常
に

煩
雑
な
作
業
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
画
像
も
、
よ
り
詳
細
に
見
た
け
れ
ば
ク
リ
ッ

ク
１
つ
で
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
瞬
時
に
立
ち
あ
が
る
の

で
、
た
い
へ
ん
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
経
時

的
に
保
存
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
効
率
よ
く

収
集
、
検
索
で
き
る
点
も
、
鈴
木
氏
は
高
く
評

価
し
て
い
る
と
話
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
な
が
る
症
例
管
理
や
、
指

示
履
歴
な
ど
医
療
安
全
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
保

存
で
き
、
か
つ
こ
れ
ら
が
簡
便
に
検
索
、
抽
出
で

き
る
点
も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　

稼
働
し
て
１
年
近
く
が
経
過
し
、デ
ー
タ
の
利

活
用
法
に
や
っ
と
慣
れ
て
き
ま
し
た
。今
後
は
も
っ

と
Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。現
在
、

旧
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
収
納
し
、
新

シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
て
検
索
・
比
較
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
中
で
す
。
今
後
の
デ
ー
タ
の
２
次
利

用
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
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